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連結財務計画

＜連結財務計画＞

2005年度（見通し） 2008年度（計画）

経常利益 5,000億円 5,000億円程度

2005年度（見通し） 2008年度（計画）

有利子負債残高 1兆2,000億円 8,000億円

D／Eレシオ 96% 50%以下
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連結財務計画

＜キャッシュフロー使途の計画（2006～2008年度累計）＞

配当 2,000億円
(配当性向：25%程度)

有利子負債返済 4,000億円

減価償却費 5,800億円

原資 使途

当期利益

投融資 7,800億円

8,000億円

（1兆3,800億円）



4

１次中期計画達成状況（03年度～05年度）

　当社グループを創設した狙いを最大限発揮するための施策を
　　　ほぼ目標通り実行

　当初計画を上回って得ることができた資金をもとに、

　　　財務体質を大幅に改善し、積極的な投融資等を実施

（金額：億円）
02年度 03年度 04年度 05年度 05年度
実績 実績 実績 見通し 中期目標

経常利益
（ROS）

1,046
(4.3%)

2,183
(8.8%)

4,606
(16.4%)

5,000
(16.4%)

2,500
(10%)

有利子負債残高 20,571 18,374 14,467 12,000 16,000

D／Eレシオ 346% 246% 149% 96% 190%

投融資額（03～05年度支払計） 計画： 　　　　4,250億円　
実績見通し： 5,300億円　
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Ⅰ．基本的な方針

（1）　高収益体質の確立

（2）　持続性の高い企業体質の確立
①成長に向けた対応

②CSRの推進、ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞﾊﾞﾅﾝｽの確立
③財務体質の改善

（3）　積極的な株主還元
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（1） 高収益体質の確立

高品質の製品や高度のサービスにもとづいて、

　お客様や社会からの確固とした支持や信頼を獲得

していく経営方針を更に推進

人・設備・資金の生産性や効率性の一層の向上

鉄鋼事業　：高付加価値商品の生産・販売拡大

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ事業　：事業分野の選択と集中の徹底

高いレベルでの収益（経常利益5000億円規模/年）
　　を継続的に獲得できる企業体質の確立
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（2） 持続性の高い企業体質の確立

①　成長に向けた対応
・　柔軟性をもって戦略的投資に対応

・　研究開発体制の充実

②　CSRの推進・コーポレートガバナンスの確立
・　コンプライアンスの徹底

・　環境課題への積極的取り組み（環境保全・地球環境への貢献）

・　安全の確立

・　健全なコーポレートガバナンスの一層の充実

③　財務体質の改善

DEレシオ50%以下を早期達成　⇒　成長投資に対する機動的な対応
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（3）積極的な株主還元

配当性向（連結ﾍﾞｰｽ）を25%程度に高める方向
　　　　　　　（1次中期期間での実績見通し：18%）

DEレシオが50%を切る水準に到達した場合には、
　一層積極的な株主還元を検討
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（3） 積極的な株主還元

＜キャッシュフロー使途の計画（2006～2008年度累計）＞

配当 2,000億円
(配当性向：25%程度)

有利子負債返済 4,000億円

減価償却費 5,800億円

原資 使途

当期利益

投融資 7,800億円

8,000億円

（1兆3,800億円）
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（3） 積極的な株主還元

当期利益

8,000億円
借入金削減

　　　　：4,000億円

配当 ：2,000億円

投融資：2,000億円

減価償却費（5,800億円）にプラスして、
高付加価値化及び成長投資を実施

（合計7,800億円）

配当性向25%

財務体質改善後は、

更に自社株買い等を検討
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（3） 積極的な株主還元

参考：これまでの配当状況
（億円）

02年度 03年度 04年度 05年度(予)
経常利益 1,046 2,183 4,606 5,000
当期利益 159 1,068 1,600 3,100
借入金残高 20,571 18,374 14,467 12,000
株主資本 5,945 7,462 9,686 12,500
D/E 346% 246% 149% 96%

（円）

一株当たり当期利益 27.74 185.84 273.97 529.24
一株当たり配当金 15 30 45 100
連結配当性向 54.1% 16.1% 16.4% 18.9%
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白紙
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Ⅱ．事業会社の基本方針・施策

1. JFEスチール（鉄鋼事業）

＜基本方針＞

（1）技術優位性を活かした高付加価値商品の販売拡大を

図り、 「顧客から信頼される世界トップクラスの

高付加価値商品サプライヤー」 を目指す。

（2）将来に向けての成長（高付加価値商品の開発と拡販）

と財務体質改善の両立
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Ⅱ．事業会社の基本方針・施策

1. JFEスチール（鉄鋼事業）

＜施策＞

（1）　高付加価値商品の拡大と
　　　　　　　　　　　安定的な生産体制の確立

①世界トップレベルの技術開発力の維持・向上

②高付加価値商品の拡大（05年度＋300万㌧/年）
③アライアンス戦略の強化

④国内生産基盤の強化
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(1)高付加価値商品の拡大（＋300万ｔ）
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(1)高付加価値商品の拡大（＋300万ｔ）

設備投資の例

薄板系の高付加価値商品の増産投資

広州CGL（06上稼動）

　能力 ： 40万ｔ／年

　総事業費：約200億円
ﾈｯｸ工程を解消し、

自動車、家電向け等の

高級品を拡販

京浜・酸洗（06下稼動）
能力　 ：120万ｔ／年
　投資額　：130億円

福山・CGL（06下稼動）

　能力 ： 60万ｔ／年

　投資額 ：180億円

１３%Crｼｰﾑﾚｽﾊﾟｲﾌﾟの増産投資
13Crの生産能力

9万/年⇒12万ｔ/年

世界シェア50%へ

　知多（06下稼動）
　　　　能力：+3万ｔ／年、投資額：100億円

今後も自動車・エネルギー関連の高付加価値商品向けに積極的に投資
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（２）グループ全体としての収益力強化
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（３）成長機会への対応（投融資計画）
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5,300億円 7,800億円

億円

設備投資：6,100億円
　 （内スチール：5,700億円）
投融資 ：1,700億円
　 （内スチール：1,600億円）

・１次中期（03-05）からの増加
　高付加価値商品の増強・合理化

　環境関連、CO2対応、安全

・投融資関係

　原料関係（300億円）
　その他機動的な戦略案件

（支払いﾍﾞｰｽ）
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　Ⅱ．事業会社の基本方針・施策

2. JFEエンジニアリング（エンジニアリング事業）
＜基本方針＞

　 　それぞれの事業分野においてトップクラスの高収益を　
あげる基盤を確立し、企業グループとして再生

＜施策＞

（1）収益基盤の再構築

①事業分野の選択と集中を徹底

②鋼構造事業・水プラント事業を中心に、損益分岐点を引き下げ

（2）成長基盤の着実な構築

新ｴﾈﾙｷﾞｰ・省ｴﾈﾙｷﾞｰ・ﾘｻｲｸﾙの事業分野において

EPC型(機器供給・ﾌﾟﾗﾝﾄ建設）事業・運営型事業の双方で、
民需・海外での拡大をはかる。
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　　ご参考：JFEｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞの事業ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ

鋼構造分野鋼構造分野鋼構造分野 水道管路分野水道管路分野水道管路分野

造船分野造船分野造船分野 製鉄ハード分野製鉄ハード分野製鉄ハード分野

Ｏ＆Ｍ分野Ｏ＆Ｍ分野Ｏ＆Ｍ分野

•ガス導管・パイプライン
•貯蔵基地、プロセスプラント
•都市エネルギープラント

•ごみ焼却プラント
•BTGプラント
•水処理、バイオマス活用

エネルギー分野エネルギー分野エネルギー分野

複合分野複合分野複合分野

重機・システム
機械系分野
重機・システム重機・システム
機械系分野機械系分野

環境リサイクル分野環境リサイクル分野環境リサイクル分野

環境・水プラント分野環境・水プラント分野環境・水プラント分野
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　Ⅱ．事業会社の基本方針・施策

３．JFE都市開発（都市開発事業）
　
　（1）　グループ保有不動産の価値増大をはかるための

　　　　開発事業を引き続き推進　

　（2）　中堅デベロッパーとして市場での高い評価を確立し、

　　　　持続的な成長を目指す。

横浜山の内プロジェクト
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　Ⅱ．事業会社の基本方針・施策

４．川崎ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ（LSI事業）

　（1）　新たな応用機器市場分野の開拓による持続的な成長

　　　　　　◎注力分野：　液晶パネル・薄型テレビ・事務機器・通信機器など

　

　（2）　一層の成長をはかるための経営基盤強化を狙いとして、

　　　　早期の上場を目指す。
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　　ご参考データ

１．事業セグメント別経常利益

２．鉄鋼事業の収益の変動内訳

億円

05年度
06/3公表

鉄鋼事業 5,000 5,000
エンジアリング事業 0 200
その他事業 43 100
消去ほか -43 －
合計 5,000 5,000 程度

08年度
中期目標

項目 金額

販売関係 +200 高付加価値商品拡大　+600、輸出市況変動他　▲400

コスト改善 +900 省エネ、生産性向上　他

為替レート ▲300 １５億＄輸出超過　他

生産基盤強化 ▲500 減価償却費、環境対応コスト　他

その他 ▲300 棚卸資産評価差　他
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補足
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経常利益の推移　（2001～2005年度）
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ＪＦＥ鋼材販売価格の変化（88～05年度）
　　　　88年度を起点とした場合の変化額
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ＪＦＥ鋼材販売価格の推移（02年度より）
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JFEの基本的な強み

（1）　高級品の開発力

（2）　コスト競争力

（3）　環境保全・地球環境への対応力
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　JFEの強みを支える特徴　（スチール）

（1）　２大製鉄所体制
西日本製鉄所

粗鋼：1,900 （05年） ⇒　2,150万ﾄﾝ/年（08年）

東日本製鉄所

粗鋼： 800 （05年） ⇒　 850万ﾄﾝ/年（08年）

　　　「高級品拡販のみで、300万ﾄﾝ/年増産」
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　JFEの強みを支える特徴

（2）　強力な研究開発体制
　　

JFEｽﾁｰﾙ研究所（研究員約400名）

JFE技研　　　　　（研究員約130名）
　・ｸﾞﾙｰﾌﾟ共通基盤技術（計装制御、機械、土木･建築、バイオ等）

　・ＤＭＥ

　・ＣＯ２の削減技術
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　JFEの強みを支える特徴　（スチール）

（3）アジアを中心とした高級品の
　　　　　　　　　垂直分業ネットワーク
　　　　　　　　　　　（高級品の下工程ﾊﾟｰﾄﾅｰ）

　　　

　　　 韓国・中国・ﾀｲ・台湾・ﾏﾚｰｼｱ・・・
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　JFEの強みを支える特徴　（スチール）

台湾
統一実業

中国
海南海宇
中日達
　広州JFE

タイ
TCR TCS TTP SUS 

マレーシア、ベトナム
Perstima  

コロンビア
Holasa

韓国
現代ﾊｲｽｺ、東国製鋼、聯合

　　　　　東部製鋼、現代製鉄

＜高級品のﾊﾟｰﾄﾅｰ＞

カナダ
DJG米国

CSI
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JFEの強みを支える特徴　（スチール）

（4）　原料・燃料についての長期的な政策
鉄鉱石、石炭

　・豪州・ﾌﾞﾗｼﾞﾙでの権益取得・長期契約

合金鉄

　　　　・中国ｵﾙﾄﾞｽ社との合弁事業

　　　　 ・伯ﾉﾊﾞｴﾗ・ｼﾘｺﾝ社の連結子会社化

LNGの効果的な使用（高炉吹き込み他）
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基本施策　（スチール）

高級品の拡販　

　高級品路線の総合力に一層磨きをかけて、

　商品構成を改善しつつ、

　粗鋼3,000万ﾄﾝ(単体）の生産・販売体制を確立
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　基本施策　（ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）
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基本施策　（ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）

WACC（株主資本コスト）を意識した経営

エンジ：負債＋資本＝2,500億円
エンジ：ＷＡＣＣ＝5%強

経常利益ベースで200億円以上の確保
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　　まとめ

１次中期計画

円滑な経営統合

財務体質改善

効率的な事業運営
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　　まとめ

２次中期計画

継続的な高収益体質の確立

当期利益

8,000億円 借入金削減

4,000億円

配当：2,000億円

投融資：2,000億円

＜有利子負債残高＞

　03/3末　　　　　　　　06/3末 　　　　　　 　09/3末
　　 20,571億円　　⇒　 12,000億円　　⇒　　 8,000億円
　　　　　　 　　(△8,600億円)　　　(△4,000億円)
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　　まとめ

次のステップ

「継続的に株主に貢献する企業」として

安定した高収益をもとに以下に軸足を移す。

「積極的な株主還元」 　

「成長のための積極投資」
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新事業への取組み：DME

①－25℃又は6.1気圧で液体になる ⇒　運搬・貯蔵が容易（既存ＬＰＧｲﾝﾌﾗ利用可能）

②燃焼時　黒煙、ＳＯｘ（硫黄酸化物）排出なし ⇒　環境負荷低減に寄与

③ｾﾀﾝ価が高く着火性が良い ⇒　ディーゼル燃料として使用可能

④人体に無害、オゾン層破壊なし

①－25℃又は6.1気圧で液体になる ⇒　運搬・貯蔵が容易（既存ＬＰＧｲﾝﾌﾗ利用可能）

②燃焼時　黒煙、ＳＯｘ（硫黄酸化物）排出なし ⇒　環境負荷低減に寄与

③ｾﾀﾝ価が高く着火性が良い ⇒　ディーゼル燃料として使用可能

④人体に無害、オゾン層破壊なし

ＤＭＥ（ＤＭＥ（ ＣＨＣＨ３３ＯＣＨＯＣＨ３３ ）の特徴）の特徴
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新事業への取組み：ソーラ－シリコン

売上高の推移
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事業会社傘下のグループ会社の成長

外部向け売上高の推移
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